
　　　　

2025 年 2 月 19 日
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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・土曜日や長期休暇時の外出、クッキング、製作、道徳等様々な活動
・節分、ひな祭り、クリスマス会等季節に応じた活動

（別添資料１）

家族支援
・アタッチメント（愛着）の安定
・家族（きょうだいを含む。）からの相談に対する適切な助言等
・障がいの特性に配慮した家庭環境の整備

移行支援

・保育所、放課後児童クラブ等への移行支援
・ライフステージの切替えを見据えた将来的な移行に向けた準備
・放課後児童クラブ等と併行利用している場合における併行利用先との連
携
・地域とのつながりの取組（地域の保育所等、児童館、地域住民との交
流、行事等）

地域支援・地域連携

・保育所（園）、幼稚園、学校、医療機関等との情報連携や調整、支援方法や
環境調整等に関する相談援助等との取組み
・相談支援専門員との連携強化

職員の質の向上

・事業所内研修、外部研修の派遣など
・療育、制度、5領域にかかる読み合わせ等
・日々の議論や話し合い

支　援　内　容

・健康状態の把握、維持・生活習慣や生活リズムの形成・基本的生活でのスキルを身に付けたり、スキルアップを支援
・感染症対策の強化の為に必要な事を実施・医ケア児へのケア実施

・姿勢と運動、動作の基本的な技能向上・姿勢保持や運動、動作の補助・残存機能維持の為のアプローチ
・保有する感覚の活用、感覚特性への対応

本
人
支
援

・認知の特性について理解と対応・対象や外部環境の適切な認知と適切な行動の習慣
・認知・行動を援護、アプローチ

・コミュニケーションの基礎的能力の向上・言語の受容と表出・コミュニケーション手段の選択と活用・状況に応じたコミュニケーション
・将来に向けてコミュニケーション能力を養う

・情緒の安定化・他者との関わり（人間関係）の形成・遊びを通じた社会性の発達・自己の理解と行動の調整・仲間作りと集団への参加
・外出活動を通じて社会との結びつきを体感する

支援方針

こころとからだに働きかける多彩なソーシャルスキルトレーニングでお子さまの得意を伸ばします。
保護者の方が本音で話せる環境（人・場所）を整えます。また、お子さまを中心として様々な社会資源（機関）と連携します。
将来に向けての準備期間と考え、小さな事から少しずつ積み上げる支援をおこないます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 お子さまに、たっぷりの愛情を注ぐことで、愛情を感じる｛こころ｝と自分を愛する｛こころ｝が育ちます。お子さま一人ひとりに｛愛｝を持って関わります。

事業所名 チューリップ 作成日支援プログラム（参考様式）


